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分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

商店街（代表
者）

競争相手の様子 ・高単価商品の動きは依然として鈍く、来客数も回復
していないが、売上に下げ止まり感がみられる。仕入
先では価格を10％引下げるなど努力をしているが、客
は30％割引となるバーゲンまで買い控えをしている。

一般小売店［医
薬品］（経営
者）

来客数の動き ・当店の主力商品である薬や雑貨が、客の日常的な買
物のなかに組み込まれつつあり、来客数が増加してい
る。

百貨店（経営
者）

販売量の動き ・プレミアム付き商品券が、景気刺激に寄与してい
る。

百貨店（販促担
当）

来客数の動き ・４月から婦人服の売上が上向いていたが、６月は、
前年の秋口から低迷が続いていたラグジュアリーブラ
ンド商品の売上が増加に転じている。

コンビニ（経営
者）

お客様の様子 ・来客数は前年比97％にとどまっているが、客の購買
意欲は徐々に高まっている。30代の客は低単価志向が
強く、100円台の商品を中心に購入しており、70代の
高齢者層は、客単価が比較的高い。

衣料品専門店
（経営者）

お客様の様子 ・ここのところ客は必要な物は買い控えせずに、購入
するようになっている。

衣料品専門店
（店長）

お客様の様子 ・価格志向の強い客層と、物寄りで商品を選択する客
層の２軸に応えられる品ぞろえを強化したところ、買
上客数が増加し、客単価の低下を補うほどの売上に結
び付いている。

家電量販店（店
長）

販売量の動き ・省エネ家電へのエコポイント制度の効果により売上
が増加している。

乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・環境対応車への減税の浸透と補助金の決定に伴い、
受注量が増加している。

乗用車販売店
（経営者）

来客数の動き ・環境対応車への減税や補助金の効果により、新車購
入に関する問い合わせが増え、予定より前倒しして購
入する客も増えている。

乗用車販売店
（経営者）

それ以外 ・政府による環境対応車への補助金の効果により、自
動車市場は活性化している。

乗用車販売店
（経営者）

来客数の動き ・環境対応車への減税や補助金効果により来客数、販
売台数共に前年より50％増加している。一方で整備台
数の減少に歯止めが掛からず、入庫しても費用を抑え
た整備を依頼されることが多くなっている。

高級レストラン
（経営者）

お客様の様子 ・来客数に動きが出てきており、最悪の状態から脱し
つつある。

都市型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・周辺の県外資本の企業では、週休３日から２日に戻
すところが出始めており、出張等の宿泊者数も若干回
復しているが、客単価は依然として低迷が続いてい
る。

都市型ホテル
（スタッフ）

販売量の動き ・当ホテル及び隣接の駅ビルに新しい飲食店がオープ
ンしたことで、市内の客の流れが変わり、来客数が増
加している。

変わらない 商店街（代表
者）

来客数の動き ・ボーナスの支給や定額給付金の給付の効果が現れ、
商店街では青果や精肉、水産関係に明るさがみられる
が、その他の業種は厳しい状況が続いている。

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・５月の定額給付金の給付にあわせて商店街が販売し
た１割のプレミアム付き商品券の効果により、売上、
来客数共に前年を上回って推移している。

一般小売店
［酒］（経営
者）

販売量の動き ・売上は、これ以上落ち込みようがないところまで落
ち込んでおり、悪い状態のまま変わらず推移してい
る。

百貨店（売場主
任）

単価の動き ・セール期間拡大の影響もありクリアランスセールに
突入しても盛り上がりに欠けている。客の買い方はシ
ビアであり、必要な物を吟味して１点のみ購入する傾
向が目立っており、買上単価も低下している。商品別
では、Ｔシャツや、チュニックなどのブラウスの単品
買いが多い。

百貨店（広報担
当）

お客様の様子 ・定額給付金の給付や、省エネ家電のエコポイント制
度など、一部にプラス要素は出てきているが、先行き
不安から相変わらず買い控えが続いている。

家計
動向
関連



百貨店（売場担
当）

来客数の動き ・売上対策のため、７月のセールに先駆けて得意客を
対象としたプレセールを開催しており、前年と同様に
大きな実績を残している。一方で、フリー客の購買意
欲が低下していることから、平日、休日問わず来客数
が低迷しており、売上に影響している。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・来客数は前年並に回復しているが、先行不安による
消費低迷が続いており、客単価は前年に比べ３％低下
している。

スーパー（総務
担当）

単価の動き ・来客数、客単価共に前年を上回って推移している
が、生活防衛型の消費傾向が食料品関係にも色濃く出
始めており、１品単価は前年比２％の低下、売上は前
年並となっている。

コンビニ（経営
者）

お客様の様子 ・他の小売店では、利益を得るため様々な工夫をして
いることから、客は目的に応じて店を使い分けるよう
になっており、コンビニでは必要な物のみ購入する傾
向が強まっている。

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・売上、来客数共に前年並で推移している。コンビニ
チェーン本部で実施している雑貨類の値下げの影響に
より、買上点数は若干増加している。

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・来客数が前年に比べ60～70名減少しており、売上は
20％程度減少している。

コンビニ（エリ
ア担当）

お客様の様子 ・依然として客単価が前年を下回る状況が続いてい
る。来客数は、給料日前の中旬から25日までの落ち込
みが目立っている。売上は、都市部の店舗で増加傾向
にあるが、全体的には低迷が続いている。

コンビニ（エリ
ア担当）

単価の動き ・必要な物のみを安価に購入する客が増加しているこ
とから、客単価は依然として前年を下回って推移して
いる。

衣料品専門店
（経営者）

競争相手の様子 ・顧客招待セールを実施している小売店が増加してい
るが、売上増加の効果はない。

衣料品専門店
（店長）

販売量の動き ・景況感の悪化とクールビズの浸透により、スーツの
売上が減少している。

衣料品専門店
（総務担当）

販売量の動き ・ボーナスシーズンであるが、客の消費マインドは上
向かず、買上点数、客単価共に低迷している。

乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・個人、法人を問わず、環境対応車への減税や補助金
への関心が高まっており、ハイブリッド車の売行きが
好調であるが、全体需要は低迷が続いており、売上は
前年に比べて10％程度減少している。

乗用車販売店
（経営者）

来客数の動き ・環境対応車への減税や補助金の効果により、ハイブ
リッド車の売行きが良くなっているが、需要が同車種
に偏っている。また、次回の車検時まで購入を我慢す
る客も多く、低年式車の車検が増加している。

その他専門店
［化粧品］（経
営者）

来客数の動き ・ゴールデンウィーク明けから気温が上がらず、初夏
物の動きが鈍くなっている。

その他専門店
［酒］（経営
者）

お客様の様子 ・客からは景気に対する悲観的な声はあまり聞かれな
くなっているが、選挙や突発的な景気悪化要因の発生
など、先行き不透明状況が続いている。

その他専門店
［酒］（営業担
当）

販売量の動き ・夏の季節商材に動きが出始めているが、動きが良い
商品と悪い商品の差が顕著になっている。売上の落ち
込みは小康状態にあるが、飲食店での需要が低迷して
おり、厳しい状況が続いている。

その他専門店
［白衣・ユニ
フォーム］（営
業担当）

販売量の動き ・自動車やその関連部品工場などでは依然として休み
が多く、当店への注文数も低迷している。

その他専門店
［ガソリンスタ
ンド］（営業担
当）

販売量の動き ・販売量の伸びが縮小傾向にあり、スタンドによる売
上格差が広がっている。また、ガソリン等の需要低迷
に伴い単価が低下しており、収益悪化を招いている。

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・５月の来客数は比較的安定していたが、６月は忙し
い時と暇な時の差が極端になっており、先行き不透明
な状況が続いている。

一般レストラン
（経営者）

お客様の様子 ・ボーナスカットもしくは減額の影響で、客の飲食回
数が減少している。

一般レストラン
（経営者）

お客様の様子 ・観光シーズンを迎え、客に動きが出てきているが、
地元客の動きは相変わらず低迷している。



その他飲食［弁
当］（スタッ
フ）

お客様の様子 ・休日の来客数が落ち込み、平日でなければ集客でき
ない状況にあることから、売上の低迷が続いている。

観光型ホテル
（スタッフ）

お客様の様子 ・前年に発生した岩手・宮城内陸地震による風評被害
は大分落ち着いてきているが、リストラの増加や企業
の接待交際費の縮小により、厳しい状況は変わらずに
続いている。

観光型旅館（経
営者）

来客数の動き ・前月に引き続き、売上が前年比20％の落ち込みと
なっている。予約がやや回復の兆しをみせているが、
大きな回復は望めない。

旅行代理店（店
長）

販売量の動き ・国内旅行の動きが鈍く、前年を大きく下回る実績と
なっている。海外旅行では僅かな回復がみられるもの
の依然として低迷している。

タクシー運転手 単価の動き ・タクシーへの乗り控えが顕著となっており、厳しい
状況が続いている。

通信会社（営業
担当）

来客数の動き ・前月よりも来客数が２割ほど増加している。

通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・景気が良くなるような好材料が見当たらず、厳しい
状況が続いている。

遊園地（経営
者）

来客数の動き ・週末の悪天候の影響により一般客の来客数が弱含ん
でいるが、新型インフルエンザによる学校団体への影
響がほとんどないことが幸いし、全体では前年並を確
保している。

美容室（経営
者）

来客数の動き ・定額給付金の給付に伴う売上増加を期待していた
が、美容業界への波及効果は感じられず、来客数は、
前年比10％減の状況が続いている。

その他サービス
［自動車整備
業］（経営者）

お客様の様子 ・客の来店頻度が低迷しており、必要最小限の物を可
能な限り安価に購入するという消費傾向が徹底されて
いることから、売上増加や粗利率の改善が見込めない
状況が続いている。

やや悪く
なっている

商店街（代表
者）

来客数の動き ・定額給付金の給付が始まっているものの、来客数に
動きがみられず、景気の状況は厳しさを増している。

百貨店（経営
者）

来客数の動き ・７月のクリアランスセールを前に、夏物の季節商材
の買い控えが顕著となっており、来客数が大幅に減少
している。

スーパー（経営
者）

来客数の動き ・前月までは、来客数、客単価共に前年を若干上回っ
て推移していたが、６月は前年割れに転じている。

スーパー（経営
者）

お客様の様子 ・賃下げやボーナスカットの影響で生活防衛型の消費
傾向が強まるなか、天候不順や低温傾向が続き、夏物
商材の動きが鈍くなっている。

スーパー（店
長）

単価の動き ・客の節約志向の高まりや、競合店との値下げ競争に
より、客単価、売上共に落ち込んでおり、前年実績を
下回っている。

コンビニ（経営
者）

競争相手の様子 ・新たなコンビニチェーンの進出に伴い、売上が減少
している。

乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・環境対応車への減税や補助金制度が打ち出されてい
るにもかかわらず、販売量が伸び悩んでいる。

自動車備品販売
店（経営者）

お客様の様子 ・高齢者は、多少修理代がかさんでも慣れた車に乗り
続ける傾向にあり、車検や修理、整備による入庫が期
待できるが、全体的には動きが悪くなっている。

住関連専門店
（経営者）

販売量の動き ・銀行による住宅ローンの審査が厳しくなり、新築住
宅が減少していることから売上が減少している。

住関連専門店
（経営者）

お客様の様子 ・様々な催事を企画しても、客の買い控えや厳選購入
が顕著になっており、耐久消費財の売上は減少してい
る。

住関連専門店
（経営者）

来客数の動き ・周囲では経済的に余裕がない消費者が増加してお
り、来客数が減少している。

その他専門店
［パソコン］
（経営者）

お客様の様子 ・消費者の収入が激減しており、消費マインドが落ち
込んでいる。

その他専門店
［ガソリンスタ
ンド］（営業担
当）

来客数の動き ・客の買い控え傾向が顕著となっており、来客数が減
少している。

一般レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・ボーナスの減額もしくは無支給の企業が増加するな
か、客の財布のひもはますます固くなり、来客数が減
少している。



観光型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・平日は、依然として厳しい入込であるが、週末はよ
うやく満室となる日が出てきており、ゴルフ客も目に
付くようになっている。ただし、全体の入込は前年比
５％の減少となっている。

都市型ホテル
（スタッフ）

単価の動き ・一部の業界では明るい兆しがあるものの、全般的に
は厳しい状況が続いている。客の低価格志向が高まっ
ており、必要な物のみ購入する消費傾向が顕著となっ
ている。

都市型ホテル
（スタッフ）

それ以外 ・前年よりも大型イベントが少なく、景気低迷も続い
ていることから売上が減少している。また、新型イン
フルエンザの影響により、宿泊のキャンセル件数が前
年に比べ増加している。

都市型ホテル
（スタッフ）

お客様の様子 ・出張のキャンセルが増加し、宿泊者及び一般宴会の
出席者の減少が続いている。

タクシー運転手 来客数の動き ・タクシーの乗車客が減少しており、特に23時以降の
落ち込みが顕著となっている。

設計事務所（経
営者）

お客様の様子 ・取引先からは、受注量が減少しているという話ばか
りが聞こえてくる。

悪く
なっている

商店街（代表
者）

来客数の動き ・来客数が前年に比べ30％減少している。

一般小売店［書
籍］（経営者）

来客数の動き ・来客数、客単価、売上共に低下している。

一般小売店［医
薬品］（経営
者）

お客様の様子 ・周辺の飲食店では、ここ数か月、前年に比べて売上
が20％程度下回っており、底が見えない最悪の状況に
ある。当店もその影響を大きく受けて売上が減少して
いる。

一般小売店［医
薬品］（経営
者）

来客数の動き ・常連客の来店頻度が目にみえて低下しており、回復
基調にあった前月から一転して、来客数の落ち込みが
ここ１年間で最も大きくなっている。

一般小売店［雑
貨］（企画担
当）

来客数の動き ・客の節約志向が高まっており、来客数、買上点数共
に前年を下回って推移している。

スーパー（経営
者）

単価の動き ・商品単価が大幅に下落しており、デフレ傾向が強
まっている。

スーパー（店
長）

それ以外 ・１品単価や買上点数は、前年並を維持しているが、
来客数が大幅に減少している。前年よりも日曜日が１
日少ないことによる影響以上に売上が落ち込んでい
る。

スーパー（店
長）

来客数の動き ・来客数が３か月連続で前年を下回る状況が続いてい
る。価格訴求を強化しているが、他店も同様に実施し
ていることから効果は薄い。

衣料品専門店
（店長）

来客数の動き ・例年、ボーナス支給月はスーツの購入客が増加する
が、今年は来客数が全く伸びず苦戦している。

衣料品専門店
（店長）

販売量の動き ・他のショッピングセンターや専門店では、例年より
も早くセールの広告を仕掛けていることから、バーゲ
ン待ちの下見客が多く、売上につながらない。

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・これまでもレストランへの来客数は低迷していた
が、６月は更にランチタイムも含めて大幅に落ち込ん
でおり、周辺の飲食店でも同様の状況にある。

旅行代理店（従
業員）

来客数の動き ・新型インフルエンザの影響により、来客数、売上共
に減少しており、特に海外旅行に関しては申込や問い
合わせがほとんどない状況にある。

旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・新型インフルエンザの影響により、消費者の旅行マ
インドが低下し、売上が減少している。

タクシー運転手 販売量の動き ・タクシーチケットを利用する企業関係の客が減少し
ており、近距離客が増加している。

通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・製造業では一時帰休が継続しており、夏のボーナス
支給額も前年より減少していることから、景気の状況
は厳しさを増している。

住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・受注はあるが、全体的に小予算の客が多く、受注額
は前年を大幅に下回っている。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

食料品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・中元商戦がスタートしているが、予想以上に健闘し
ており、前年実績を上回っている。

出版・印刷・同
関連産業（経理
担当）

受注量や販売量
の動き

・前月の売上は前年比20％の減少となっていたが、今
月は同10％の減少にとどまっており、減少幅が縮小傾
向にある。

企業
動向
関連



金融業（広報担
当）

取引先の様子 ・取引先の製造業では、操業度が若干上向いている。

広告業協会（役
員）

取引先の様子 ・これまで引き合いが少なかった自治体や農業団体な
どからのプレゼン要請が出てきている。また、流通関
係ではクリアランスセールが始まり、広告出稿が増加
している。

変わらない 農林水産業（従
業者）

受注価格や販売
価格の動き

・この時期出回る農産物の作況が、前年に比べて若干
良くなったものの、価格は大幅に低下している。

食料品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・牛タン業界の売上は、長期間にわたり前年を下回る
状況が続いているが、前年６月に発生した岩手・宮城
内陸地震による落ち込みに比べると同程度となってい
る。

食料品製造業
（総務担当）

受注量や販売量
の動き

・景気が低迷するなか、メーカー間の価格や条件競争
が激化しており、スーパーなどでの販売価格が低下し
ている。

木材木製品製造
業（経営者）

受注価格や販売
価格の動き

・住宅の部材の需給バランスが悪く、採算性が改善し
ていない。

一般機械器具製
造業（経理担
当）

受注量や販売量
の動き

・自動車部品については、回復の兆しが全くみえてこ
ない。

電気機械器具製
造業（営業担
当）

取引先の様子 ・半導体関連の中小企業は受注が回復せず、工場内も
稼働率低下により静かな状態が続いている。

建設業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・必要に迫られての小口工事やリフォーム工事は少し
ずつ増加しているものの、新築工事はほとんどない状
況が続いている。また、受注量は業者によりばらつき
がみられる。

通信業（営業担
当）

取引先の様子 ・主に製造業関係の取引先からの受注低迷が続いてい
る。

金融業（営業担
当）

取引先の様子 ・取引先からは景気が回復したという話は聞こえてこ
ない。

経営コンサルタ
ント

取引先の様子 ・企業の受注状況は回復せず、厳しい状況が続いてい
る。

公認会計士 取引先の様子 ・取引先の決算状況は、相変わらず赤字基調のところ
が多く、建設、サービス業では生き残りをかけて首都
圏の企業と合併するところが出てきている。

その他非製造業
［飲食料品卸売
業］（経営者）

受注量や販売量
の動き

・商品の荷動きが悪くなっており、売上は前年に比べ
て２けたの減少が続いている。

その他企業［企
画業］（経営
者）

取引先の様子 ・住宅メーカーの景気は多少上向いているものの、関
連する他の業種が低迷している。

やや悪く
なっている

出版・印刷・同
関連産業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・学校関係では、通信票等を印刷する予算が付かず、
発注を見送るケースが増えている。

電気機械器具製
造業（企画担
当）

受注量や販売量
の動き

・一部に受注が回復している製品もあるが、総じて下
げ止まりの状況にはない。特に半導体関連の事業分野
では想定より低い受注状態が続いている。

建設業（企画担
当）

受注量や販売量
の動き

・受注量が前年比90％減と大変厳しい状況が続いてい
る。

輸送業（従業
員）

取引先の様子 ・受注量が減少しており、特に輸入貨物が大幅に落ち
込んでいる。

新聞販売店［広
告］（店主）

受注量や販売量
の動き

・折込チラシが大幅に落ち込み、折込数が１～２枚と
いう日が出てきており、県内の同業者も２～３割の減
少となっている。また、新聞広告の減少により新聞社
の広告収入が減少していることから、販売店への締め
付けが厳しくなっている。

悪く
なっている

輸送業（経営
者）

取引先の様子 ・主要荷主の生産計画は、６月が最低水準にあり、輸
送量が減少している。

その他企業［管
理業］（従業
員）

それ以外 ・半導体需要の低迷に伴う減産の影響で、従業員の半
数を削減する予定となっており、業況は厳しさを増し
ている。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

－ － －

変わらない 人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・前年に比べて、派遣受注が３割程度減少している。

雇用
関連



人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・販売業の一部に新たな求人が出始めているが、事務
や営業職は補充がなく、低迷している。若者向けの短
期採用の仕事はあるが、一般的な長期採用の仕事が影
を潜めている。

人材派遣会社
（社員）

求職者数の動き ・派遣先企業の事情による契約満了が相変わらず発生
している。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数の減少幅は縮小傾向にあるが、新規求職
者数が増加しており、有効求人倍率は低下している。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・求人数は大幅な減少が続いており、企業整備数も増
加している。

職業安定所（職
員）

求職者数の動き ・新規求職者数は、前年比3.1％の増加となっている
が、常用では、前年比1.1％の減少となっている。離
職理由は、事業者都合が前年に比べ46.9％の大幅な増
加となっている。新規求人数は、19か月連続で前年を
下回っており、有効求人倍率も0.46倍と厳しい状況が
続いている。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・求人数の低迷が続いており、厳しい雇用情勢が続い
ている。

やや悪く
なっている

アウトソーシン
グ企業（社員）

それ以外 ・イベント開催数の激減に伴い、コンサルタント会社
からの派遣依頼が減少している。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数は、前々年より落ち込んだ前年の求人数
より更に３割程度減少している。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数は、前年に比べて４割減少しており、改
善の兆しが見られない。また、来年３月の高校卒業予
定者の新規求人申込数は、前年の３割にとどまってお
り雇用情勢は深刻さを増している。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数は、前年に比べ大幅に減少し、４か月連
続の減少となっている。有効求人数は、前年に比べて
相変わらず減少傾向が続いている。有効求人倍率は下
降傾向が続いている。

職業安定所（職
員）

周辺企業の様子 ・周辺では休業や雇用調整を実施する企業が増加して
おり、雇用情勢は厳しさを増している。

悪く
なっている

人材派遣会社
（社員）

雇用形態の様子 ・６月の派遣契約終了件数は、今年の３月に次いで多
く、派遣から直接雇用へのシフトも加速している。

新聞社［求人広
告］（担当者）

求人数の動き ・景気対策が功を奏して、流通業界に景気回復の兆し
がみられるが、求人数の回復には至らず、雇用情勢は
厳しさを増している。

新聞社［求人広
告］（担当者）

周辺企業の様子 ・大手の自動車及び半導体関連工場では、依然として
雇用を控えており、改善する兆しがみられない。


